
















〔結果〕 

1〕年度別川崎病死亡者数(表 1) 

患児の死亡年度が記入してあったのは98 例だった。この内容は表 1に示すとおりであるが

、昭和 54 年と 57 年に死亡者数のピークが見られた。これは川崎病の全国的な多発の時期

と一致していた。 

2〕発症時および死亡時年齢(表 2 

死亡例の発症時年齢は生後 6ケ月以内に発症したものが 41 例(39.2%)と最も多く、年齢が

高くなる程患児の数は少くなっていた。発症時の最低年齢は 52 生日で、最高年齢は 12.7

歳であった。死亡した時の年齢は、生後 6ケ月から 12 ケ月のものが最も多く、39 例(37.5%)

を占めていた。最高死亡時年齢は 12.8 歳で、発症から約 1ケ月で死亡していた。 


